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 現在、川島町小中一貫教育推進協議会では、令和７年度に、つばさ南小とつばさ北小を

統合した小学校を川島中学校内に設置し、小学校と中学校が一体となった小中一貫教育校

を開校するために、必要となる整備内容を検討しています。 

 検討結果は、今年度内に整備方針としてまとめて、来年度に整備指針に基づいて設計を

行い、令和６年度に本格的に工事を進める予定です。 

 令和７年度の小中一貫教育校は、川島中学校の敷地・校舎等をそのまま活用するもので

あり、小・中学校で共同利用することを基本としますが、校地内の余剰スペースに、小学

生低学年（１～４年生）を収容する校舎を建設するほか、校地外に、小学校教職員の駐車

場を整備します。 

小・中学校の連携・交流の円滑化はもちろんのこと、小・中学生の安全を配慮に入れな

がら、整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小中一貫教育だより⑦ 令和４年１０月】 

川島中学校の小中一貫教育校化整備方針を検討しています! 

● 施設等の整備・利用にかかる基本方針●（案） 

１ 中学校の敷地・校舎等をそのまま活用する 

２ 小・中学校で共同利用する 

３ 小・中学校の連携・交流の円滑化を図る 

４ 小・中学生の安全に配慮する 
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【渡り廊下】 

渡り廊下でつなぎます。 

【小学校低学年棟】 

平屋建、1,200～1,300 ㎡程度、13 部屋、軽量鉄骨(プレハブ)造 

校庭を潰せないので、この場所に建設するものです。 

【橋・給食車出入口】 

用水路に橋を架けて、給食車の出入口を設けます。 

【中学校校舎】 

職員室のスペース拡張のほか、コンピュータ教室の用途変更、特別教室

（理科室など）の備品収容棚の設置、職員用のロッカー・下駄箱の増設

など 行います。また老朽箇所の改修（電灯 LED 化、トイレ洋式化、エ

アコン整備など）も行います。 

【トラック】 

低学年棟の建設に伴い、安全に配慮し、 

トラックを若干、東側に移動します。 

【遊具】 

小学生用の遊具を５基程度、設置します。 

【部室小屋】 

利用されていない部屋が

たくさんあるため、ここ

を小・中学校の体育備品

の収納スペースとして活

用します。 

【体育館】 

老朽箇所の改修（トイレ洋式化、床塗装など） 

を行います。 

【職員用駐車場】 

小学校教職員用の駐車場として、駐車場を整備します。 

川島中学校小中一貫教育校化 おもな整備内容・案（全体配置図） 


